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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 C 4034-7：0000 
 (IEC 60034-7：2020) 

回転電気機械－ 
第 7 部：構造形式，据付方式及び端子箱位置の分類 

Rotating electrical machines－ 
Part 7 : Classification of types of construction, mounting arrangements and 

terminal box position (IM code)－Classification 
 

序文 

この規格は，2020 年に第 3 版として発行された IEC 60034-7 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，回転電気機械（以下，回転機という。）の，構造形式，据付方式及び端子箱位置の分類を示

す IM(International Mounting)コードについて規定する。 

分類には次の 2 つの方法がある。 

コード I（箇条 4 参照）：ブラケット軸受をもち，軸端が一方だけに存在する回転機の形式に適用される

英数字の表示記号 

コードⅡ（箇条 5 参照）：コード I を含む，より広範囲の回転機の形式に適用される全数値の表示記号 

コードⅡに含まれない回転機の形式は，全てを文章で表す。 

コード I とコードⅡとの関係を附属書 A に示す。 

 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 60034-7:2020，Rotating electrical machines－Part 7: Classification of types of construction, mounting 

arrangements and terminal box position (IM Code)－Classification（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 
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3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 
 

3.1 
構造形式（type of construction） 

取付け，軸受の配置及び軸端に関する回転機構成部品の配置の形式 
（出典：IEC 60050-411:1996，411-43-34） 

3.2 
据付方式（mounting arrangement） 

軸の配列及び取付位置に関する現地での回転機全体の方向の方式 
（出典：IEC 60050-411:1996，411-43-35） 

3.3 
軸端（shaft extension） 

最も外側の軸受を越えて延びる軸の部分 

注釈 1 軸受は，回転機自身又は回転機，及び追加軸受で構成される組立品の一部の場合もある。 
（出典：IEC 60050-411:1996，411-43-07） 

3.4 
駆動機端（drive-end of a machine, D-end） 

軸端を備える回転機の端部 

注釈 1 これは，通常は，電動機の駆動機端又は発電機の被駆動機端である。 

一部の回転機では，上記の定義が不十分なため，駆動機端は次のように定義される。 

a) 直径の異なる 2 つの軸端がある回転機：直径の大きい方の端部 

b) 直径が同じ円筒軸端及び円すい（錐）軸端がある回転機：円筒軸端がある端部 

c) その他の構成の回転機：該当する場合は IEC 60034-8 に従う。それ以外の場合は受渡当事

者間の合意による。 

注釈 2 軸と一体に鍛造された軸継手フランジの外径は軸端の直径とみなされる。 
（出典：IEC 60050-411:1996，411-43-36） 

3.5 
反駆動機端（non-drive end of a machine, N-end） 

駆動機端の反対側の回転機の端部 
（出典：IEC 60050-411:1996，411-43-37） 

4 コード I（英数字記号） 

4.1 横軸機の表示記号 

横軸機のコード I は，文字記号 IM に続くスペース（空白），文字記号 B，及び 1 個又は 2 個の数字記号

から構成される表 1 に示す表示記号に，さらに，必要に応じて 4.3 に規定する文字記号を付加して表示さ

れる。 
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表 1－横軸機の表示記号（IM B･･･） 

表示記号 概略図 

構造形式 
据付方式 

（横軸） 
ブラケット軸

受数 
脚 フランジ その他詳細 

IM B3 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き － － 下面脚取付け 

IM B5 

 
 
 
 
 
 

2 － フランジ付き 

背面へのアク

セス可能な，

駆動機端のブ

ラケットフラ

ンジ 

フランジの駆

動機端側取付

け 

IM B6 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き － － 

左側面脚取付

け 
(駆動機端側か

ら見て) 

IM B7 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き － － 

右側面脚取付

け 
(駆動機端側か

ら見て) 

IM B8 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き － － 上面脚取付け 

IM B9 

 
 
 
 
 
 

1 － － 

駆動機端にブ

ラケット又は

軸受なし 

駆動機端フレ

ーム端面取付

け 

IM B10 

 
 
 
 
 
 

2 － フランジ付き 
駆動機端特殊

フランジ 

フランジの駆

動機端側取付

け 

IM B14 

 
 
 
 
 
 

2 － フランジ付き 

インローa)付

ブラケット 

背面へのアク

セスができな

い，駆動機端

のフランジ 

フランジの駆

動機端側取付

け 
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表示記号 概略図 

構造形式 
据付方式 

（横軸） 
ブラケット

軸受数 脚 フランジ その他詳細 

IM B15 

 
 
 
 
 
 

1 脚付き － 

駆動機端にブラ

ケット又は軸受

なし，かつ，フ

レームの駆動機

端側に取付機構

付き 

下面脚取付け 

かつ，フレーム端面

取付け 

IM B20 

 
 
 
 
 
 

2 
かさ

(嵩)上 

脚付き 

－ － 下面脚取付け 

IM B25 

 
 
 
 
 
 

2 
かさ

(嵩)上 

脚付き 

フランジ付

き 

背面へのアクセ

ス可能な，駆動

機端のブラケッ

トフランジ 

下面脚取付けかつフ

ランジ取付け 

IM B30 

 
 
 
 
 
 

2 － － 

ブラケット又は

フレーム上に3
個又は4個の取

付座 

取付座による取付け 

IM B34 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き 
フランジ付

き 

 

インローa)付ブ

ラケット 

背面へのアクセ

スができない，

駆動機端のフラ

ンジ 

下面脚取付けかつフ

ランジの駆動機端側

取付け 

IM B35 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き 
フランジ付

き 

背面へのアクセ

ス可能な，駆動

機端のブラケッ

トフランジ 

下面脚取付けかつフ

ランジの駆動機端側

取付け 

注a)スピゴッドは回転機では通常使用されない用語なので，インローとした。 

インロー付きブラケットとは，相手機械との固定用取付面（フランジ面）をもち，ここではフランジ外径

がフレーム外径より小さいブラケットをいう。 

 

4.2 立軸機の表示記号 

立軸機のコード I は，文字記号 IM に続くスペース（空白），文字記号 V，及び 1 個又は 2 個の数字記号

から構成される表 2 に示す表示記号に，さらに，必要に応じて 4.3 に規定する文字記号を付加して表示さ

れる。 
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表 2－立軸機の表示記号（IM V･･･） 

表示記

号 
概略図 

構造形式 
据付方式 

（立軸） 
ブラケット

軸受数 脚 フランジ その他詳細 

IM V1 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

背面へのアク

セス可能な，

駆動機端のブ

ラケットフラ

ンジ 

フランジの駆動機端側

取付け，駆動機端下向

き 

IM V2 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

背面へのアク

セス可能な，

反駆動機端の

ブラケットフ

ランジ 

フランジの反駆動機端

側取付け，駆動機端上

向き 
 

IM V3 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

背面へのアク

セス可能な，

駆動機端のブ

ラケットフラ

ンジ 

フランジの駆動機端側

取付け，駆動機端上向

き 

IM V4 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

背面へのアク

セス可能な，反

駆動機端のブ

ラケットフラ

ンジ 

 
フランジの反駆動機端

側取付け，駆動機端下

向き 

IM V5 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き － － 
側面脚取付け，駆動機

端下向き 

IM V6 

 
 
 
 

 

2 脚付き － － 
側面脚取付け，駆動機

端上向き 

IM V8 

 
 
 
 
 

1 － － 

駆動機端にブ

ラケット又は

軸受なし 

駆動機端のフレーム端

面取付け，駆動機端下

向き 

IM V9 

 
 
 
 

 

1 － － 

駆動機端にブ

ラケット又は

軸受なし 

駆動機端のフレーム端

面取付け，駆動機端上

向き 
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表示記

号 概略図 
構造形式 

据付方式 

（立軸） 
ブラケット

軸受数 脚 フランジ その他詳細 

IM V10 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

駆動機端特殊

フランジ 

フランジの駆動機端側

取付け，駆動機端下向

き 

IM V14 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

駆動機端特殊

フランジ 

フランジの駆動機端側

取付け，駆動機端上向

き 

IM V15 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き 
フランジ付

き 

背面へのアク

セス可能な，

駆動機端のブ

ラケットフラ

ンジ 

側面脚取付けかつフラ

ンジの駆動機端側取付

け，駆動機端下向き 

IM V16 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

駆動機端特殊

フランジ 

フランジの反駆動機端

側取付け，駆動機端上

向き 

IM V17 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き 
フランジ付

き 

インロー付ブ

ラケット 

背面へのアク

セスができな

い，駆動機端

のフランジ 

側面脚取付けかつフラ

ンジの駆動機端側取付

け，駆動機端下向き 

IM V18 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

インロー付ブ

ラケット 

背面へのアク

セスができな

い，駆動機端

のフランジ 

フランジの駆動機端側

取付け，駆動機端下向

き 

IM V19 

 
 
 
 
 
 

2 － 
フランジ付

き 

インロー付ブ

ラケット 

背面へのアク

セスができな

い，駆動機端

のフランジ 

フランジの駆動機端側

取付け，駆動機端上向

き 

IM V30 

 
 
 
 
 
 

2 － － 

ブラケット又

はフレーム上

に3個又は4個
の取付座 

側面取付座取付け，駆

動機端下向き 
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表示記

号 
概略図 

構造形式 
据付方式 

（立軸） 
ブラケット

軸受数 
脚 フランジ その他詳細 

IM V31 

 
 
 
 
 
 

2 － － 

ブラケット又

はフレーム上

に3個又は4個
の取付座 

側面取付座取付け，駆

動機端上向き 

IM V35 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き 
フランジ付

き 

背面へのアク

セス可能な，

駆動機端のブ

ラケットフラ

ンジ 

側面脚取付けかつフラ

ンジの駆動機端側取付

け，駆動機端上向き 

IM V37 

 
 
 
 
 
 

2 脚付き 
フランジ付

き 

インロー付ブ

ラケット 

背面へのアク

セスができな

い，駆動機端

のフランジ 

側面脚取付けかつフラ

ンジの駆動機端側取付

け，駆動機端上向き 

 

4.3 端子箱位置 

端子箱位置を表示する場合は，次の規定に従って，最後に文字記号を付加する。 

a) 脚取付回転機の場合，駆動機端から見て脚部を時計の 6 時の方向として表示する。 

b) 取付フランジだけで水抜穴をもつ回転機の場合，駆動機端から見て水抜穴を 6 時の方向として表示す

る。 

c) その他の場合，文字記号はない。 

付加する文字記号は表 3 による。 

表 3－端子箱の位置を示す文字記号 
文字記号 端子箱位置 

R 右 3時の方向 

B 下 6時の方向 

L 左 9時の方向 

T 上 12時の方向 

記号なし 未定義 

5 コードⅡ (全て数字記号) 

5.1 表示記号 

コードⅡでは，回転機は文字記号 IM と，それに続くスペース（空白）及び 4 個の数字記号で表示される。 

第 1 数字,第 2 数字及び第 3 数字は，外観構造を示す（5.2 及び 5.4 参照）。 

第 4 数字は，軸端の形式を示す（5.3 参照）。 
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4 個の数字に続いて記号を使用する場合，その記号は端子箱の位置を規定する（5.5 参照）。 

5.2 第 1 数字の意味 

第 1 数字の意味を表 4 に示す。 

表 4－第 1 数字の意味 

第1数字 意味 

第2数字及び

第3数字に関

する表 
0 
 

1 
 

2 
 

3 
 
 

4 
 
 

5 
 

6 
 

7 
 

8 
 

9 

割当てなし 

 

ブラケット軸受だけをもつ脚取付回転機 

 

ブラケット軸受だけをもつ脚取付回転機及びフランジ取付回転機 

 

ブラケット軸受だけをもち，フランジがブラケットの一部であるフランジ取

付回転機 

 

ブラケット軸受だけをもち，フランジがブラケットの一部ではなくフレーム

又は他の部品と一体であるフランジ取付回転機 

 

軸受がない回転機 

 

ブラケット軸受及びペデスタル軸受の両方をもつ回転機 

 

ペデスタル軸受だけをもつ回転機 

 

第1数字が1～4に該当しない構造の立軸機 

 

特殊据付方式の回転機 

－ 
 

6 
 

7 
 

8 
 
 

9 
 
 

10 
 

11 
 

12 
 

13 
 

14 

5.3 第 4 数字の意味 

第 4 数字の意味を表 5 に示す。 

表 5－第 4 数字の意味 
第4数字 意味 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

軸端なし 

1つの円筒軸端 

2つの円筒軸端 

1つの円すい軸端 

2つの円すい軸端 

1つのフランジ軸端 

2つのフランジ軸端 

フランジ軸端（駆動機端），円筒軸端（反駆動機端） 

割当てなし 

その他 

5.4 第 2 数字及び第 3 数字の意味 

第 2 数字及び第 3 数字の意味は，関連付けられている第 1 数字に応じて表 6～表 14 に示す（表 4 参照）。 

注記 圧延用主電動機は，上下ツインモータ又はサイドツインモータとも全く同じ速度制御応答が得ら
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れるように，一方が圧延機の上部ロールを駆動し，他方が下部ロールを駆動するツイン配置で使

用する場合がある。 

5.5 端子箱位置 

4.3 参照。 

5.6 表示記号の例 

一般的な構造及び取付方式の概略図並びに特定の第 4 数字を使用して示される表示記号を，表 6～表 14
に示す。これ以外の第 4 数字も適用可能である（表 5 参照）。概略図のない場合でも，表示記号が使用でき

ないことを意味するものではない。 

適切な表に意味が割り当てられている数字は，有効な表示記号を形成するために組み合わされてもよく，

表示記号の幾つかは実用的でない場合がある。 

5.7 軸の傾斜角 

軸の向きが水平（0°）以外又は垂直（±90°）以外の回転機は，駆動機端を基準とした適切な角度表示を

IM コードに続けて付すこととする。例を次に示す。 

・ IM 1001 +7.5°（正の角度は常に駆動機端軸が上，すなわち，軸の上傾斜を意味する。） 

・ IM 7311 -7.5°（負の角度は常に駆動機端軸が下，すなわち，軸の下傾斜を意味する。） 

注記 傾斜角は，回転機の回転子の重力によって生じる追加スラスト荷重がかかるため，特殊な軸受設

計が必要になる場合がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 6－第 1 数字が 1 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 

（ブラケット軸受だけをもつ脚取付回転機） 
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回転機構造 

第
2数

字
 

表示記号及び概略図（5.6参照） 

軸

受

数 

脚 

（ギヤボック

ス） 

第3数字 

0 
（軸水平, 

下面脚取付

け） 

1 
（駆動機

端下向

き） 

2 3 
（駆動

機端上

向き） 

4 5 
（駆動機

端左向

き, 側面

脚取付

け） 

6 
（駆動機

端右向き,

側面脚取

付け） 

7 
（軸水平, 

上面脚取

付け） 

8 9 

2 

 

普通脚取付け 

（ギヤボック

スなし） 

 

 

0 

IM 1001 IM 1011 

第
3数

字
が
，

0及
び

1に
対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

IM 1031 

第
3数

字
が
，

0,
1及

び
3に

対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

IM 1051 IM 1061 IM 1071 

第
3数

字
が
，

0,
1,

3,
5,

6及
び

7に
対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

第
3数

字
が
，

0～
8に

は
該
当
し
な
い
，
軸
の
傾
斜
角
は
指
定
な
し

。
 

2 

かさ（嵩）上

脚取付け 

（ギヤボック

スなし） 

1 

IM 1101 

－ － － － － 

1 

 

普通脚取付け 

（ギヤボック

スなし） 

 

 

2 

IM 1201 IM 1211 IM 1231 IM 1251 IM 1261 IM 1271 

1 

かさ（嵩）上

脚取付け 

（ギヤボック

スなし） 

 

3 

IM 1301 

－ － － － － 

（割当てなし） 4 － － － － － － 
（割当てなし） 5 － － － － － － 

2 

 

普通脚取付け 

ギヤボックス

一体 

出力軸及び入

力軸は平行 

 

6 

IM 1601 IM 1611 IM 1631 IM 1651 IM 1661 IM 1671 

2 

普通脚取付け 

ギヤボックス

一体 

出力軸及び入

力軸は直角 

 

7 

IM 1701 IM 1711 IM 1731 IM 1751 IM 1761 IM 1771 

（割当てなし） 8 － － － － － － 
（割当てなし） 9 － － － － － － 

 
 
 
 
 
 

表 7－第 1 数字が 2 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 
（ブラケット軸受だけをもつ脚取付回転機及びフランジ取付回転機） 
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回転機構造 

第
2数

字
 

表示記号及び概略図（5.6参照） 

脚 

フランジ

数 
フランジ

へのアク

セス 

第3数字 

0 
（軸水平, 

下面脚取付

け） 

1 
（駆動機端

下向き） 

2 3 
（駆動機

端上向

き） 

4 5 
（駆動機

端左向

き,側面

脚取付

け） 

6 
（駆動機

端右向

き,側面

脚取付

け）  

7 
（軸水平, 

上面脚取付

け） 

8 9 

普通

脚取

付け 

 

フランジ

1個，背

面へのア

クセス可 

 

0 

IM 2001 IM 2011 

第
3数

字
が
，

0及
び

1に
対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

IM 2031 

第
3数

字
が
，

0,
1及

び
3に

対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

IM 2051 IM 2061  IM 2071 

第
3数

字
が
，

0,
1,

3,
5,

6及
び

7に
対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

第
3数

字
が
，

0～
8に

は
該
当
し
な
い
，
軸
の
傾
斜
角
は
指
定
な
し

。
 

普通

脚取

付け 

 

フランジ

1個，背

面へのア

クセス不

可 

 

1 

IM 2101 IM 2111 IM 2131 IM 2151 IM 2161 IM 2171 

普通

脚取

付け 

 

フランジ

2個，背

面へのア

クセス可 

 

2 

IM 2202 IM 2212 IM 2232 IM 2252 IM 2262 IM 2272 

普通

脚取

付け 

 

フランジ

2個，背

面へのア

クセス不

可 

 

3 

IM 2302 IM 2312 IM 2332 IM 2352 IM 2362 IM 2372 

かさ

（嵩

）上

脚取

付け 

フランジ

1個，背

面へのア

クセス可 

 

4 

IM 2401 

－ － － － － 

(割当てなし) 5 － － － － － － 
(割当てなし) 6 － － － － － － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 8－第 1 数字が 3 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 
（ブラケット軸受だけをもち，フランジがブラケットの一部であるフランジ取付回転機） 

回転機構造 第 2 表示記号及び概略図（5.6参照） 
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軸

受

数 

フランジ

位置 

フラン

ジ背面

へのア

クセス 

フランジ取

付面が向い

ている方向 

第3数字 

0 
（軸水平） 

1 
（駆動機端

下向き） 

2 3 
（駆動機端

上向き） 

4 5～8 
（割当て

なし） 

9 

2 駆動機端 可 駆動機端 0 

IM 3001 
 
 
 
 

IM 3011 

第
3数

字
が
，

0及
び

1に
対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

IM 3031 

第
3数

字
が
，

0,
1及

び
3に

対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

－ 

第
3数

字
が
，

0～
4に

は
該
当
し
な
い
，
軸
の
傾
斜
角
は
指
定
な
し

。
 

2 駆動機端 可 反駆動機端 1 

IM 3101 
 
 
 
 

IM 3111 IM 3131 

2 
反駆動機

端 
可 反駆動機端 2 

IM 3201 
 
 

 
 

IM 3211 IM 3231 

2 
反駆動機

端 
可 駆動機端 3 

IM 3301 
 
 
 
 

IM 3311 IM 3331 

1 
反駆動機

端 
可 反駆動機端 4 

IM 3401 
 
 
 
 

IM 3411 IM 3431 

1 
反駆動機

端 
可 駆動機端 5 

IM 3501 
 
 

 
 

IM 3511 IM 3531 

2 駆動機端 不可 駆動機端 6 

IM 3601 
 
 
 
 

IM 3611 IM 3631 

2 
反駆動機

端 
不可 反駆動機端 7 

IM 3701 
 
 
 
 

IM 3711 IM 3731 

2 

駆動機端

ブラケッ

トに設け

られた覆

い部a) 

可 駆動機端 8 － 

IM 3811 
 
 
 

 

－ 

注 a) 第 2 数字 8 は覆い部を除いて第 2 数字 0 と同じである。 
 

表 9－第 1 数字が 4 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 

（ブラケット軸受だけをもち，フランジがブラケットの一部ではなくフレーム又は他の部品と一体であ
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るフランジ取付回転機） 

回転機構造 

第
2数

字
 

表示記号及び概略図（5.6参照） 

軸

受

数 

フラ

ンジ

位置 

フラン

ジ背面

へのア

クセス 

フラン

ジ取付

面が向

いてい

る方向 

第3数字 

0 
（軸水平） 

1 
（駆動機端

下向き） 

2 3 
（駆動機端上

向き） 

4 5～8 
（割当

てな

し） 

9 

2 
駆動

機端 
可 

駆動機

端 
0 

IM 4001 
 
 
 
 

IM 4011 

第
3数

字
が
，

0及
び

1に
対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

IM 4031 

第
3数

字
が
，

0,
1及

び
3に

対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

－ 

第
3数

字
が
，

0～
4に

は
該
当
し
な
い
，
軸
の
傾
斜
角
は
指
定
な
し

。
 

2 
駆動

機端 
可 

反駆動

機端 
1 

IM 4101 
 
 
 
 

IM 4111 IM 4131 

2 
反駆

動機

端 

可 
駆動機

端 
2 

IM 4201 
 
 
 
 

IM 4211 IM 4231 

2 
反駆

動機

端 

可 
反駆動

機端 
3 

IM 4301 
 
 
 
 

IM 4311 IM 4331 

1 
駆動

機端 
可 

駆動機

端 
4 

IM 4401 
 
 
 
 

 IM 4411 IM 4431 

1 
駆動

機端 
可 

反駆動

機端 
5 

IM 4501 
 
 
 
 

IM 4511 IM 4531 

1 
反駆

動機

端 

可 
駆動機

端 
6 

IM 4601 
 
 
 

 

IM 4611 IM 4631 

1 
反駆

動機

端 

可 
反駆動

機端 
7 

IM 4701 
 
 
 
 

IM 4711 IM 4731 

（割当てなし） 8 － － － 
 
 
 
 

表 10－第 1 数字が 5 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 
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（軸受がない回転機） 

回転機構造 

第
2数

字
 

表示記号及び概略図（5.6参照） 

フレーム 据付方式 

第3数字 

0 
（軸付き回転子） 

1 
（軸なし回転子） 

2 
（固定子だけ） 

フレームなし 指定なし 0 

IM 5002 
 
 
 
 

 

IM 5010 IM 5020 

フレーム付 円筒支持取付け 1 

IM 5102 
 
 
 
 
 

IM 5110 IM 5120 

フレーム付 
駆動機端フレーム

端面取付け 
2 

IM 5202 
 
 
 
 
 

IM 5210 IM 5220 

（割当てなし） 3 － － － 

フレーム付 普通脚取付け 4 

IM 5402 
 
 
 
 
 

 IM 5410 IM 5420 

フレーム付 
かさ（嵩）上脚取

付け 
5 

IM 5502 
 
 
 
 
 

IM 5510 IM 5520 

フレーム付 
普通脚ソールプレ

ート取付け 
6 

IM 5602 
 
 
 
 
 

IM 5610 IM 5620 

フレーム付 

かさ（嵩）上脚ソ

ールプレート取付

け 

7 

IM 5702 
 
 
 
 
 

IM 5710 IM 5720 
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表 11－第 1 数字が 6 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 
（ブラケット軸受及びペデスタル軸受の両方をもつ回転機） 

回転機構造 

第
2数

字
 

表示記号及び概略図（5.6参照） 

脚 
ブラケット 

軸受数 

ペデスタル 

軸受数 

第3数字 

0 
（台床なし） 

1 
（台床付き） 

普通脚取付け 2 
1 

（駆動機端） 
0 

IM 6000 
 
 
 
 

IM 6010 

かさ（嵩）上

脚取付け 
2 

1 
（駆動機端） 

1 

IM 6100 
 
 
 
 
 

IM 6110 

普通脚取付け 
1 

（駆動機端） 

1 
（反駆動機

端） 

2 

IM 6201  
 
 
 
 
 

IM 6211  

かさ（嵩）上

脚取付け 

1 
（駆動機端） 

1 
（反駆動機

端） 

3 

IM 6301 
 
 
 
 
 

IM 6311 

（割当てなし） 4 － － 
（割当てなし） 5 － － 

普通脚取付け 
1 

（駆動機端） 
2 6 

IM 6600 
 
 
 
 
 

IM 6610 

かさ（嵩）上

脚取付け 

1 
（駆動機端） 

2 7 

IM 6700 
 
 
 
 
 
 

IM 6710 

脚なし 2 2 8 － 

IM 6811 
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表 12－第 1 数字が 7 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 

（ペデスタル軸受だけをもつ回転機） 

回転機構造 

第
2数

字
 

表示記号及び概略図（5.6参照） 

脚 

ペデ

スタ

ル軸

受数 

第3数字 

0 
（台床・ソールプ

レートなし） 

1 
（台床付き） 

2 
（ソールプレート付

き） 

3 
（台床・ソールプ

レート付き） 

普通脚

取付け 1 0 

IM 7001 
 

 

 

 

 

 

IM 7011 IM 7021 

－ 

かさ

（嵩）

上脚 
取付け 

1 1 

IM 7101 
 
 
 
 
 
 

IM 7111 IM 7121 

－ 

普通脚

取付け 2 2 

IM 7201 
 
 
 
 
 
 

IM 7211 IM 7221 

－ 

かさ

（嵩）

上脚 
取付け 

2 3 

IM 7301 
 
 
 
 
 
 
 
 

IM 7311  IM 7321 

－ 

普通脚

取付け 3 4 

IM 7400 
 
 
 
 
 
 

IM 7410 IM 7420 IM 7430 

かさ

（嵩）

上脚 
取付け 

4 5 

IM 7500 
 
 
 
 
 
 

IM 7510 IM 7520 IM 7530 

注記 1 台床付きは，一体の台床に回転機の固定子及び軸受台を載せ，基礎に設置する据付方式。 
注記 2 ソールプレート付きは，回転機の固定子及び軸受台をそれぞれ別の台板に載せ，基礎に設置する据付方

式。 
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表 13－第 1 数字が 8 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 
（第 1 数字が 1～4 に該当しない構造の立軸機） 

回転機構造 

第
2数

字
 

表示記号及び概略図（5.6参照） 

スラスト

軸受位置 
軸 

フライ

ホイー

ル 

第3数字 

0 1 2 3 4 
（回転子下

部ガイド軸

受1個） 

（回転子上部

ガイド軸受1
個） 

（回転子上

下部ガイド

軸受各1個） 

（回転子下

部ガイド軸

受2個） 

（ガイド軸

受なし） 

スラスト

軸受なし 
軸あり 

フライ

ホイー

ルなし 

0 

IM 8001 
 
 
 
 

IM 8011 IM 8021 IM 8031 IM 8041 

スラスト

軸受なし 
軸なし 

フライ

ホイー

ルなし 

1 

IM 8100 
 
 
 
 

IM 8110 IM 8120 

－ 

IM 8140 

回転子 

下部 
軸あり 

フライ

ホイー

ルなし 

2 

IM 8201 
 
 
 
 

IM 8211 IM 8221 IM 8231 

－ 

回転子 

下部 
軸なし 

フライ

ホイー

ルなし 

3 

IM 8300 
 
 
 
 

IM 8310  IM 8320 

－ － 

回転子 

上部 
軸あり 

フライ

ホイー

ルなし 

4 － 

IM 8411 
 
 
 
 

IM 8421 

－ － 

回転子 

上部 
軸なし 

フライ

ホイー

ルなし 

5 － 

IM 8510 
 
 
 
 

－ － － 

回転子 

上部 
軸あり 

フライ

ホイー

ルあり 

6 － － 

IM 8621 
 
 
 
 

－ － 

回転子 

上部 
軸あり 

フライ

ホイー

ルあり 

7 － － 

IM 8721 
 
 
 
 

－ － 

回転子 

上部 
軸なし 

フライ

ホイー

ルあり 

8 － － 

IM 8820 
 
 
 
 

－ － 
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表 14－第 1 数字が 9 の場合の第 2 数字及び第 3 数字の意味 
（特殊取付けの回転機） 

回転機構造 

第
2数

字
 

表示記号及び概略図（5.6参照） 

ブラケット

軸受数 
据付方式 

第3数字 

0 
（軸水平） 

1 
（駆動機端

下） 

2 3 
（駆動機端

上） 

4 5 ～8 
（割当て

なし） 

9 

2 
組込み用円

筒フレーム

取付け 

0 

IM 9001 
 
 
 
 
 
 

IM 9011 

第
3数

字
が
，

0及
び

1に
対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

IM 9031 

第
3数

字
が
，

0,
1及

び
3に

対
応
し
た
運
用
に
適
す
る
。

 

－ 

第
3数

字
が
，

0～
4に

は
該
当
し
な
い
，
軸
の
傾
斜
角
は
指
定
な
し

。
 

1 
駆動機端フ

レーム端面

取付け 

1 

IM 9101 
 
 
 
 
 
 

IM 9111 IM 9131 

－ 

2 
取付座 

取付け 
2 

IM 9201 
 
 
 
 
 
 

IM 9211 IM 9231  

－ 

2 
つり耳 

取付け 
3 

IM 9301  
 
 
 
 
 
 

－ － － 

2 
車軸懸架 

取付け 
4 

IM 9401  
 
 
 
 
 
 

－ － － 

2 
振り子懸架

取付け 
5 

IM 9501  
 
 
 
 
 
 

－ － － 
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附属書 A 
（参考） 

コード I とコードⅡとの関係 
 

コード I とコードⅡとの関係を表 A.1 及びは表 A.2 に示す。 
 

表A.1－横軸機におけるコードIとコードⅡとの関係 

コードI コードⅡ 

IM B3 
IM B5 
IM B6 
IM B7 
IM B8 
IM B9 

IM B10 
IM B14 
IM B15 
IM B20 
IM B25 
IM B30 
IM B34 
IM B35 

IM 1001 
IM 3001 
IM 1051 
IM 1061 
IM 1071 
IM 9101 
IM 4001 
IM 3601 
IM 1201 
IM 1101 
IM 2401 
IM 9201 
IM 2101 
IM 2001 

 
表A.2－立軸機におけるコードIとコードⅡとの関係 

コードI コードⅡ 

IM V1 
IM V2 
IM V3 
IM V4 
IM V5 
IM V6 
IM V8 
IM V9 

IM V10 
IM V14 
IM V15 
IM V16 
IM V17 
IM V18 
IM V19 
IM V30 
IM V31 
IM V35 
IM V37 

IM 3011 
IM 3231 
IM 3031 
IM 3211 
IM 1011 
IM 1031 
IM 9111 
IM 9131 
IM 4011 
IM 4031 
IM 2011 
IM 4131 
IM 2111 
IM 3611 
IM 3631 
IM 9211 
IM 9231 
IM 2031 
IM 2131 

 




